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どのようなメールの返信が自殺予防的か？ 

―ＩＣＴを用いた危機介入事例のテキストマイニング― 
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問題・目的 

 

自殺は世界的に見ても非常に重要な社会的・公衆衛生上の課題となっており、様々な自殺

予防対策が実施されている。それらの自殺予防対策の一つに、メディアを活用した危機介入

活動があるが、これまで、国内外を問わずメディアを介した自殺予防のための危機介入活動

は電話が主流であった。 

我々の生活基盤となる通信インフラの種類が変わるとこうした活動にも変化が見られる

ようになる。1990 年代後半以降（インターネット利用が一般人口に膾炙して以降）、メール

等のテキストを介した相談サービスの提供・利用が増加している。2017 年の座間市の連続

殺人事件において、SNS 上で自殺願望を吐露していた多数の若年女性が犠牲となって以降

は、若者のための SNS相談が国をあげた自殺対策として推進されている。1) COVID-19の

流行によるオンライン相談の需要の増加は、こうした傾向に拍車をかけている。 

しかし、メールや SNS 等のテキストを介した自殺予防のための相談の効果の実証的検証

は全く行われていない。そこで本研究では、2013 年より継続的に実施してきたメール相談

事業のデータを分析し 2-3)、メール相談事業に自殺予防的な効果が見られるか否かを検討す

るとともに、相談者のメールの内容から自殺のリスクを推定する手法についてテキストマ

イニングを用いて検討する。 

 

研究Ⅰ 

 

目的 

 2013 年より NPO 法人 OVA は、ウェブ検索連動型広告を用いた自殺予防のためのイン

ターネット・ゲートキーパー活動（以下、IG）を実施してきている。IGの概要を示したの

が、以下の図 1 である。 

 

 

図 1 インターネット・ゲートキーパー活動の概要 
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 IG では、自殺方法等の自殺関連語をウェブ検索した自殺ハイリスク者に対して、無料で

のメール相談を受け付ける旨の広告を提示し、援助要請行動を促すための特設サイトに誘

導する。その後、相談者から主にメールで相談を受け付け、相談活動を行う。本研究で

は、まず、IG における相談者の相談開始時と１カ月後の心理的変化を分析し、IGの自殺

予防効果を検討する。 

 

方法 

 本研究のデザインは、比較検討群を直接は設けない単群試験（n = 167）であり、2018～

2019 年における IG活動の相談者の相談開始時とその１カ月後の自殺念慮 4)および抑うつ・

不安感（K6）を測定し、その変化の程度を分析した。サンプリングの過程を示したのが図 2

である。 

 

 

図 2 サンプリングの過程 
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結果と考察 

 分析対象となった 167 名の属性の内訳を示したのが表 1 である。分析の結果、若年女性

からの相談が多く、１カ月後の質問紙調査を完答した者はそうではないものに比して自殺

のリスクが若干低くなっていた。 

 

表 1 分析対象者の属性 

 

 

 

 IG における相談開始時と１カ月後の心理的変化の様子を示したのが表 2である。 

 

表２ 相談者の自殺念慮および抑うつ・不安感の変化 
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IG におけるメール相談を受けた者の１カ月後の自殺念慮や抑うつ・不安感は統計的に有

意に減少しており、その効果量は小～中程度であった（表 2）。ただし、脱落者（＝より自

殺高リスク）が非常に多く、ネガティブな影響を受けた者は１カ月後の測定に含まれていな

い可能性もあると考えられた。厳密な比較統制群ではないが、同一尺度を用いた先行研究 5)

のデータを考慮すると、少なくとも相談を１カ月後まで続けて再アセスメントを受けた者

へは、自殺予防的効果を与えていたと考えられた。 

 

研究Ⅱ 

 

目的 

 相談者のメールの内容から自殺のリスクを推定する手法についてテキストマイニングを

用いて検討する。 

 

方法 

研究Ⅰにおいて収集した相談メールの文面（相談開始から 5 メール分）及び相談者の自

殺念慮尺度得点を分析対象とした。 

 

結果と考察 

 相談開始時から 5 メール分の文面の内容を分析した結果、相談者１名につき平均で 1367

文字（標準偏差 888）、中央値で 1196 文字であった。形態素解析を行い、メールの中に含ま

れる頻出語 150 語を抽出し、これらの単語を独立変数、相談者の自殺念慮尺度得点を従属

変数とした重回帰分析（ステップワイズ法）を行った。その結果、6 つの単語が自殺念慮と

関連が見られた。 

 

表 3 メールに含まれる単語と自殺念慮の関係 

 B 
95%信頼区間 

P 
下限 上限 

死ぬ 0.309 0.187 0.43 < 0.001 

方法 1.102 0.451 1.753 0.001 

少し -0.558 -0.882 -0.235 0.001 

不安 -0.473 -0.793 -0.153 0.004 

自殺 0.495 0.137 0.853 0.007 

結局 -0.874 -1.507 -0.241 0.007 

 

 これらの単語から、「死にたい」と訴え、「死ぬ方法」や「自殺方法」に言及する相談者に

ついては自殺念慮が高いことが示唆された。「少し」という言葉は、メールの本文でその使
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用方法を確認した結果、多くの場合「相談メールを書いたことによって少し気持ちが落ち着

きました」といった自己の心理状況の変化について言及する文脈で使用されていた。「結局」

は、「結局〇〇だった」という形でネガティブな過去について報告をする文脈で用いられて

いたが、これらの相談者は IG の利用者の中では相対的に自殺念慮は低いグループというこ

とになる。また、不安を訴えるメールを書く相談者の自殺念慮も低い傾向にあったが、これ

は、死について考えるのではなく、生について考えるからこそ不安になるためであると考え

られる。 

 

総合考察 

 

 本研究では、これまで実施してきた IGにおけるデータを整理し、それらを分析すること

を通じて IGの有効性を確認し、相談メールの文面から自殺念慮を推定する方法について検

討した。メールや SNS でのテキストを中心とした相談活動／自殺予防のための危機介入は

今後も様々な団体で実施されていくことが予想されるが、こうした活動については、縦断調

査が難しく（調査からのドロップアウト率が高く）、相談事業の効果の検証が難しい。こう

した問題を解消するためには、相談活動とは別に質問紙調査を実施するのではなく、相談テ

キストから直接相談者の心理状況を推定される手法が開発される必要がある。本研究は、日

本語における相談データを用いてこうした問題を検討した最初の研究として重要な意義を

持つ。一方で、IG の相談者はいずれも自殺念慮尺度得点が高く、自殺念慮尺度得点が低い

者との相談文面の比較が難しかったという問題を本研究は抱えている。今後は、より広範な

者を対象に類似の分析を行うことで、自殺リスクの高い者の文面の特徴を抽出し、相談の文

面から直接自殺リスクを推定することが可能になると考えられる。 
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